
17

1．はじめに

　本校のある吉田町は，愛媛県南西部，旧宇和
島市のすぐ北に隣接し，宇和海に突き出した半
島とその付け根の部分からなっている。江戸時
代は伊予吉田藩の陣屋町で，平成17年8月1日
には市町村合併により宇和島市となった。急傾
斜地が多く，平地はわずか10％程度である。
正面の宇和海では真珠・ハマチ養殖が盛んで，
湾内には多くのいかだが並んでいる。その背後
の山々は，山頂近くまで果樹園が切り開かれて
おり，かんきつ類の栽培が行われている。本校
は，地域の三傑により開校された学校を母体と
した旧吉田町唯一の高等学校であり，普通科と
工業科（機械科，電気電子科，建築科）を併設
し，全校生徒529名の学校で，今年で94年目を
迎える。来年度から機械科と建築科が統合さ
れ，機械建築工学科となる。

2．本校の取組

　本校は，19年度，20年度と「高校生南予ま
ちおこし元気づくり事業」推進校の指定を受
け，地域の関係機関の協力を得て，校内組織と
地域を結びつけた「吉田町ボランティアネット
ワーク」（図1）を構築し，地域のボランティア
ニーズを掘り起こして，様々な活動を実践し
た。「吉田町ボランティアネットワーク」の構
築にあたっては，地域の関係諸機関の方々と共
に，支援会議を開催し，本校のボランティアの

活動状況を理解していただくことを強調した。
　地域の一員として高校生が果たすべき役割を
生徒に理解させるとともに，地域との連携を図
りながら，地域の求める「出前ボランティア」
を通して「ボランティアの町・吉田町」を推進
するために様々な地域活性化に取り組んでい
る。「困ったとき，吉田高校へ頼れば何とかし
てくれる。」と言われるような頼りになる存在
になりたいと願い，地域への発信を続けてい
る。地域の環境美化活動を通して，地域社会の
一員としての自覚や公共心を養う。町の地域行
事や地方祭等に「出前ボランティア」として参
加し，地域との交流を深め，郷土愛を育てる。
職業に対する意識を高め，将来の進路について
考えさせる活動である。以下はこれまで本校が
取り組んできたボランティア活動事例である。

機械技術を活用したボランティア活動への取組
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中学生とピュアマインド ピュアマインド号の活躍 海のピュアマインド

老人運動会（オープニングと運営スタッフ） クリスマス会（老人ホーム）

地域活動ボランティア 産業祭 福祉祭
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防災マップ 海抜調査

小学生木工体験教室 防災マップ台の寄贈
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3．機械科の取組

　平成17年度より年間5回，本校通学路を清掃
活動する「ピュアマインド」を実施しており，
その時に使用するゴミ収集車（リヤカー）の製
作を行った。主に機械技術部の部活動の中で製
作に取り組み，部員自身が普段の実習や部活動
の中で身に付けた技術を生かしながら，限られ
た予算で3台のリヤカーを完成させた。
　また，地域交流として「出前ボランティア」
を実施している。平成13年度に「課題研究」
で製作したミニ列車「吉次郎号」を吉田町園児
祭り，きなはいや吉田三万石産業祭，宇和特別
支援学校文化祭などのイベントに運行を行って
いる。このミニ列車は，時々壊れることもあり，
生徒たちは試行錯誤しながら技術を駆使して修
理をしたり，改良を加えており，生徒の知識・
技術の向上にも役立っている。

4．おわりに

　工業科の特色である「ものづくり」を生かし

た各活動を通しての，地域との連携交流に関わ
る活動は，機械科生徒ひいては全校生徒の活性
化につながるとともに普段見られない生徒の能
力，一面を発見する機会となっている。今後も
地域とともに歩む吉田高校であるために，それ
ぞれの特徴を生かした取組を行っていきたい。
　体験活動の喜び，自己有用感と，地域からの
生徒の活動への期待は，大きくなりつつある。
就業体験の受け入れ保育所から，踏み台といす
の制作依頼があり，建築科で制作したという例
もある。これからも，ものづくり吉田高校と「ボ
ランティアの町・吉田町」の連携を深められる
よう，これまでの豊かな体験的活動を継続・充
実させ，さらに出前ボランティア，交流ボラン
ティアの充実・発展に努めたいと考えている。
　ボランティア活動は，全ての人が，共に生き，
ともに学び，ともに育ち，ともに暮らしていく
ためにできる事を主体的に行う活動と考え，地
域の一員として高校生が果たすべき役割を理解
し，これからもそれぞれの特色を生かした取組
を実践していきたい。
　工業において，ただものをつくったというだ
けでなく，地域と交流する中で，ものを作る楽
しみ，プロセスから得られる喜びと，使う人の
ニーズに応じたものづくりなどから得られる喜
びの二重の喜びから，自己有用感を高める取組
になると考える。そういった意味においても「も
のづくり」をボランティア活動に連携させた各
活動は，効果的な取組であったと考えている。
今後，さらに参加者を拡大し，各活動で生徒の
充実感・自己有用感を積み重ねることができる
よう努め，ボランティアマインドを身に付けた
社会人の育成に尽力していきたい。
　今後の課題としては，特定の生徒が参加して
いるという現状もあり，生徒一人一人がボラン
ティア活動の意義を身近な物として捉え，生活
の一部として継続して取り組む状況を育む必要
があると考えている。

リヤカー図面

吉田町園児祭り 宇和特別支援学校文化祭

製作の様子

きなはいや吉田三万石産業祭
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